
総務委員会会議記録 

１．日 時    令和７年６月 10 日(火) 午後５時 20 分 

１．場 所    第１委員会室 

１．出 席 委 員 

委 員 門 田 直 人  

〃 丸  金  ゆ き こ （副委員長） 

〃 小 山 田  な お と  

〃 とくたけ  純  平  

〃 加 藤 圭 一  

〃 浅 野 さ ち （委員長） 

〃 清  水  み な 子  

〃 越 川 雅 史  

〃 松 永 鉄 兵  

〃 竹 内 清 海  

〃 岩 井 清 郎 （年長委員） 

議 長 大 久 保  た か し  

 

１．欠 席 委 員 

な   し  

１．会議に付した事件 

・正副委員長の互選 

 

 





 1

会  議  概  要 

午後５時20分 

○大久保たかし議長 委員の改選後、初めての委員会であるので、私が招集した。 

 これから委員長の互選を行うが、委員会条例第10条第２項の規定により、年長の

委員が委員長の職務を行うこととなっている。 

 出席委員中、岩井清郎委員が年長の委員であるので、御紹介する。 

○岩井清郎年長委員 ただいま紹介された岩井清郎である。 

午後５時20分開議 

○岩井清郎年長委員 ただいまから総務委員会を開会する。 

―――――――――――――――――――――――― 

○岩井清郎年長委員 これより委員長の互選を行う。 

 委員長の互選は、指名推選の方法により行うか、投票により行うか、御意見を伺

いたい。 

 暫時休憩する。 

午後５時21分休憩 

午後５時22分開議 

○岩井清郎年長委員 再開する。 

委員長の互選は指名推選により行いたいと思う。これに御異議ないか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○岩井清郎年長委員 御異議なしと認める。よって、互選の方法は指名推選による

ことに決した。 

浅野さち委員を委員長に指名する。 

お諮りする。ただいま私が指名した浅野さち委員を委員長の当選人とすることに

御異議ないか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○岩井清郎年長委員 御異議なしと認める。よって、ただいま指名した浅野さち委

員が委員長に当選された。 

この際、ただいま委員長に当選された浅野さち委員を御紹介する。 

〔浅野さち委員長 就任挨拶〕 

―――――――――――――――――――――――― 
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○浅野さち委員長 これより副委員長の互選を行う。 

 副委員長の互選は、指名推選の方法により行うか、投票により行うか、御意見を

伺いたい。 

○越川雅史委員 指名推選の方法にてとくたけ純平委員を推挙する。 

○松永鉄兵委員 丸金ゆきこ委員を推薦する。 

○浅野さち委員長 暫時休憩する。 

午後５時25分休憩 

午後５時26分開議 

○浅野さち委員長 再開する。 

 それでは、副委員長の互選は投票により行う。 

 なお、投票の結果、得票数が同数のときは、くじで定める。 

 また、同一名の委員がいるため、氏名を記載されるようお願いする。 

 自治法で公選法の案分規定を準用していないため、同一名の方の名のみの記載は、

どなたに投票したのか判定できず無効となる。ご了承願う。 

 開票立会人は、先例により２名とし、加藤圭一委員、小山田なおと委員にお願い

する。 

 投票用紙を配付させる。 

〔投票用紙配付〕 

○浅野さち委員長 配付漏れはないか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○浅野さち委員長 投票箱を改めさせる。 

〔投票箱点検〕 

○浅野さち委員長 念のため申し上げる。投票は単記無記名である。 

投票箱を持ち回らせるので、順次投票願いたい。 

〔投 票〕 

○浅野さち委員長 投票漏れはないか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○浅野さち委員長 投票を終了する。 

 開票を行うので、立会人の方の、立会いをお願いする。 

〔立会人参集〕 
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○浅野さち委員長 投票を計算させる。 

〔開票・計算〕 

○浅野さち委員長 投票結果を御報告する。 

  投票総数 11票 

これは、出席委員数に符合している。 

  有効投票 11票 

無効投票 ０票 

有効投票中 

丸金ゆきこ委員 ６票 

とくたけ純平委員 ５票 

以上の結果、最多得票者であり、また、会議規則第125条第３項の規定による、

有効投票の４分の１を超えている丸金ゆきこ委員が副委員長に当選した。 

この際、ただいま副委員長に当選された丸金ゆきこ委員を紹介する。 

〔丸金ゆきこ副委員長 就任挨拶〕 

――――――――――――――――――――― 

○浅野さち委員長 以上で総務委員会を散会する。 

午後５時32分散会 


